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＜病棟連絡事項＞
・特になし。
＜患者様連絡事項＞
・小泉　裕子様～妄想発言頻回に聞かれ、昼食・服薬共に拒否あり。主治医へ報告し、夕食後薬のオランザピン除剤、リスペリドン（2）4T朝夕食後　3日分追加処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。6：00～20:00の開放観察実施。自室で私物弄りや、CDを聴いて過ごす。眼光の鋭さはないが、こだわりが強く、女性スタッフには強硬に自身の意見を話す事見られている。引き続き精神症状を観察し、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。入浴後は脱衣行為見られず経過。自傷行為、不穏さなし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。不穏さや衝動行為はない。自室内の私物 (ペットボトル等) について、多量である事から受け持ちスタッフと処分などを含めて、相談するよう説明し了解されている。歯科受診希望あり、母様へ連絡している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・高山 勘吉様～深夜帯にて不安・不穏時、不眠時頓服使用するが、ほぼ不眠で徘徊見られている。朝食後もホール内徘徊し、トイレ籠りや壁にペタペタと触れており、眠気は見られず。自身の布団を弄る事あり介入要している。
・平栗　城志様～バイタルサイン異常無く、ルームエアー下で酸素飽和度98～99%。痰絡み無く、その他の呼吸器症状も見られない。介入に対する拒否・抵抗も無い。疎通良好。身体症状の観察と併せて精神症状の観察も行っていく。仙骨部・踵部の褥瘡増悪予防目的で頻回な体位変換行い対応している。
・中島　智恵子様～10:00検温時37.3℃の微熱有り掛物調整で対応している。その他バイタルサイン異常無く、酸素3L施行下で酸素飽和度98%。頻脈・努力呼吸28～30回/分持続しており、疼痛刺激に対しても開眼せず。断続的に唸り声聞かれている。指示の経管栄養・点滴はトラブル無く施行している。両上肢・足背の浮腫あり。
・袴田　ハナヱ様～各食数口のみ摂取。嚥下状態は良好であり、服薬時にも錠剤粉剤せず内服出来ている。疎通良好、バイタルサイン異常無いが、足背に軽度浮腫見られている(圧迫すると2mm程の圧痕残る)。帰宅要求の訴えも無く、介入に対する拒否・抵抗も見られない。
・佐々木　章洋様～本日オンライン面会予定だが、落ち着かない様子あり不穏時ロラゼパム服用している。訴え頻回で話しの切上げできず介入要している。
＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～特定女性患者様の様子を伺う事や、自身が隔離であった頃の話題を持ち出し、被害的な言動あり。また、最近は胃痛を訴え、レパミピドの頓服使用が目立ち、被害的言動・周囲の言動に左右される傾向がある。措置解除については、父様の拒否が強く進まない状況。

